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「ゆっくりと、じっくりと、
社会の主人公になる」社会の主人公になる」
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/ 人と自然の博物館

三谷 雅純（みたに まさずみ）
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自己紹介

○ 人類学者、霊長類学者で、
フィールド・ワーカーです。熱帯
林、特に、アフリカやインドネシ

熱 林 研
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アの熱帯林で研究をしています。
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自己紹介のつづき

○ 2002年04月23日に 脳血管に○ 2002年04月23日に，脳血管に
血栓が詰まる脳塞栓症（のう・そくせ
ん・しょう）（脳梗塞の一種）になりまし
た。
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○身体障害者２級（重度障害者）です。
失語症の認定は受けていません。

私の脳塞栓症の痕
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皮質脊髄路（ひしつ・せきずい・ろ）
は、とても大切な神経の通り道
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言葉の障がい 私の場合は

言うべき事を忘れてしまう・言うべき事を忘れてしまう。

・語想起ができなかった。

例えば、「か」から始まる言葉は、「カ
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ナリア」「カエル」「（鳥の）カッコー」……

・構音障害（のどの筋肉のマヒ）
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今も自宅で続けている
言葉のリハビリテーション

• 音読：疲れていない時、週、２～
３日は、興味のある本を30分ほ
ど音読します。音読をサボってい
ると 講義やセミナ をしても口
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ると、講義やセミナーをしても口
がもごもごしてしまいます。

2016/10/9 7

私のセミナーの風景
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自分で続けた
言葉のリハビリテーション

• 原稿の執筆: 毎週、毎日新聞に
連載させてもらいました。800字
にまとめることに適度な緊張感が
ありました 連載は100回以上続
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ありました。連載は100回以上続
きました。
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『ヒトは人のはじまり』

宣伝です わた宣伝です。わた
しが毎日新聞に
連載したエッセー
をまとめた本です。
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失語症になってか
ら書きました。
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『ヒトは人のはじまり』では

〇 難しい言葉や学術用語は使わない。

〇 言語音のわかり難い人にも わかっ
て もらえる文章の書き方を（こっそりと）
試してみる。
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〇 〈ヒトの多様性〉や〈ヒトの可能性〉を
考えて言葉を選ぶ。

私のセミナーの風景
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お願いしたいこと

ゆっくりと、じっくりと、
社会の主人公になって
欲しい
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欲しい。

「社会の主人公になる」と
言ったって……言ったって

それぞれの人が、それぞ
れの場所で、何かやるべ
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場
き活動をすること。
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社会で主人公になるには

〇 勇気を出して エイヤッと 社会に出る〇 勇気を出して、エイヤッと、社会に出る。

〇 活動をすれば、自ずと人と接します。

〇 発話でなくてもいい。書き文字でも、ピクトグラム
でもいい。ご自分で、相手に思いを伝える。
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〇 高次脳機能障がいや失語症以外の不便を持った
人の困難を理解する。

社会で主人公になるには

〇 勇気を出して、エイヤッ
と 社会に出る
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と、社会に出る。
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社会で主人公になるには

〇 活動をすれば、自ずと人
と接します
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と接します。

社会で主人公になるには

〇 発話でなくてもいい。書
き文字でも、ピクトグラムで
もいい ご自分で 相手に
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もいい。ご自分で、相手に
思いを伝える。
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社会で主人公になるには

〇 高次脳機能障がいや失
語症以外の不便を持った人
の困難を理解する
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の困難を理解する。

なぜ地域に出ていくのか？
• 居心地のいい活動だけで満足していては、人生が再開

できない。できない。

• 全ての失語症者・高次脳機能障がい者の能力は常に変
化している。リハビリテーションによって、知らず知らずの
内に能力は上がっているものだ。

• 我われの症状がさまざまだ。一人として同じ症状の人は
いない 自分の事を多くの人に分か てもらうためには
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いない。自分の事を多くの人に分かってもらうためには
、「自分なりに語ってみなければ」いけない。

• 災害のような緊急時には、隣近所の人に助けてもらう・
自分も助ける準備をしていないといけない。
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社会活動の一つの例
視聴覚実験の被験者を探しています。
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マルチメディアDAISYで作ってみた絵本

聴覚実験に興味のある方は:

三谷 雅純（みたに まさずみ）
〒669-1546
三田市弥生が丘6丁目
兵庫県立大学
自然・環境科学研究所
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自然・環境科学研究所
FAX: 079-559-2029
E-mail: mitani@hitohaku.jp まで



2016/10/9

12

2009年夏に、インドネシアのスマトラ島に行った
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